
食と笑いを大切に(^^)/

障がい者グループホーム
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協同労働の実践報告や課題



設立の経緯

令和４年１月 障害者グループホームを創ろうと思いたつ
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①労働者協同組合設立のきっかけ



３月 デイサービスそらまめ島袋さんとの出会い

主婦６人で立ち上げた→自分にもできるかも
会うと元気になるよ！→会いたい！
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１～３月 友人知人に話して回る

経験浅い・資格なし・資金なし( *´艸｀)
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協同労働、ワーカーズコープさんのことを知り

みんなで運営する協同労働の考え方に惹かれる

１０月に労働者協同組合法が施行され

３人で組合が作れるようになる

すごいタイミング！作りたい！



５月 ワーカーズコープさんを紹介していただく

５月 ふじみ野のワーカーズイベントに参加

６月 ふじみ野のワーカーズイベントに参加

６月 主婦３人で準備会を設立
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９月 労働者協同組合法に関する県民説明会参加

１０月 埼玉県の現 雇用・人材戦略課に相談に行く

１２月 労働者協同組合法に関する実践セミナー参加
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令和６年２月 労働者協同組合ぴゅあまむ 設立
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②行っている事業
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障がい者グループホームぴゅあまむ運営
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グループホームぴゅあまむ２グループホームぴゅあまむ１

開設 令和６年６月１日

定員４名/現員２名 （女性２
名）

開設 令和５年１１月１日

定員４名/現員３名 （女性３
名）



ぴゅあまむ畑の野菜 イベント
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③事業を行う上での課題等
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ぶつかった壁

１ 知名度がなく、どこに行っても「？」という反応だった
法務局・銀行・不動産会社

２ とにかく、全てがわからなかった

３ 前例がほとんどなかった
埼玉県の実践セミナーに参加
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特に困ったこと

○銀行口座開設
知名度なし、実績なし→断られる

○資金調達
理解不足のため、資金不足に

○物件契約
知名度なし、保証会社が使えない
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人員不足

利用者さん
増えず

資金難

物件探し
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総会その他

ワーカーズさん

口座作り

議員さん

監事不在

チラシを見た方

物件契約

親友の助け
利用者さん募集

相談員さん

資金調達

銀行の方
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どうやって乗り越えたか

１ わかる人に聞き、出来る人にお願いした

２ 発信し続けた ぴゅあまむ通信・ホームページなど
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県の方、ワーカーズコープさん、同業の方、友人知人

たくさんの方に助けていただいて、ここまでこれました！

困難続きでしたが、今年になって安定し始めています。

３ 多くの方々の応援・協力

親身なスタッフに恵まれ、家庭的なホームになっています。


